
令和7年12月2日

施設部整備課

№ 図面番号 質問事項 回答

1
現場説明書

3枚のうち3号

交通整理員について
　今出川通りに常駐となっていますが、朝の入
場車両だけの日が多々あると思います。工事期
間中の常駐は必要でしょうか。

工事車両が入構する日を見込んでくだ
さい。

2
現場説明書

3枚のうち3号

事務所用地等について
　本工事用地以外に事務所用地や駐車場用地を
お借りすることは可能でしょうか。

提示場所以外の工事用地はありませ
ん。

3
現場説明書

3枚のうち3号

埋文調査事務所について
　埋文調査が1月末完了予定に対し、事務所が3
月末まで残置予定となっているのは何故でしょ
うか。

埋蔵文化財調査の掘削完了後、発掘さ
れた遺物を整理するために、事務所を
残置する必要があります。
なお、別図2に記載の通り、残置期間
を令和8年4月30日までに変更します。

4
A-21、22
S-20

・矩計図において、1Fｽﾗﾌﾞ裏の仕上りがDW(1）
ｔ30とありますが、躯体床伏図では、TS1、S2
と共にﾃﾞｯｷ貼りとなっております。PF板は貼付
と考えれば宜しいでしょうか？

PF板は貼付けとしてください。

5
現場説明書
１号

・6　契約に関する事項（8-2）工事出来高予想
額について、工事は令和8年3月31日までに全工
事の37％以上を完成するものとする。と記載が
ありますが、令和8年2月2日以降工事着手～令
和8年3月31日までに37％出来高を完成させるの
は難しいと思われます。期限までに37％完成は
必須でしょうか？

工事全体の完成期限は、図面等に記載
の通り令和9年3月26日です。
本学が想定する令和7年度工事出来高
予想が37％である旨を記載していま
す。

6
現場説明書
3号

・構内で工事用地（2.280ｍ2）以外に　現場事
務所、工事車両駐車ｽﾍﾟｰｽをお借りすることは
可能でしょうか？ 質疑No2の回答を参照してください。

7
現場説明書
3号

・仮設計画及び凡例で　他現場建設発生土置場
＊埋戻後整地すること　と記載ありますが、発
生土置場の場所が明記されておりません。
また、数量書には医学部1.2ｋｍ、桂キャンパ
ス15ｋｍ　の記載がありますが、見積をするに
あたり、使用する重機、ﾀﾞﾝﾌﾟ車の大きさ（10
ｔ、4ｔ、2ｔ）等を判断したいので、指定場所
を地図等でご指示いただけないでしょうか？

別図2を参照してください。
西部構内には10ｔダンプ入場可能、北
部構内（北白川試験地内）には2ｔダ
ンプのみ入場可能です。
なお、参考数量内訳書（変更）にも記
載の通り、桂キャンパスからの運搬は
取止めとします。

8
A-019～022
A-045

・軒天の仕上が矩計図では打ち放しの上複層塗
材Eですが、天井伏せ図では、化粧型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ
打ち放しになっています。複層塗材E仕上げと
考えれば宜しいでしょうか？

複層塗材E仕上げとしてください。

9 -

・本工事では、物価ｽﾗｲﾄﾞ、ｲﾝﾌﾚｽﾗｲﾄﾞの運用は
されるのでしょうか？ 国立大学法人京都大学契約事務取扱要

領（平成16年4月1日財務担当理事裁定
制定）別記第1号の工事請負契約基準
に記載の通りです。

質　疑　回　答　書（ 設 計 図 書 ）

標記工事の設計図書について下記のとおり回答いたします。

工事名　京都大学（北部）先端フィールド科学教育研究拠点新営その他工事



以下余白

標記工事の設計図書について下記のとおり変更します。

№ 図面番号

変更1
現場説明書
1号

変更2
現場説明書
3号

変更3
特記仕様書
2号

変更4

特記仕様書8
号、12号
A-009、
010、028、
029、030、
033、034、
037、040、
070、071、
072

変更5

特記仕様書8
号
A-014、
031、049、
055、062、
074

変更6 A-076

変更7 A-080

変更8 S-027

指示事項

「主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間について」「現場代理人の工事現
場における常駐を要しない期間について」の期間を令和8年2月2日から令和8年2月23日
へ変更します。（別図1）

以下余白

変更に伴う別図データは本日（令和７年１２月２日）に競争入札参加者に対し、電子
メールにて送付します。

鉄筋の数量を変更します。（別図8）

現場説明付記事項（図面・凡例）を変更します。（別図2）

3土工事「埋戻し及び盛土」の適用場所を変更します。（別図3）

流し台（別途工事）を本工事とします。（別図4）

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ（別途工事）を本工事とします（別図5）

エレベーター設備の図面を変更します。（別図7）

縁石・芝張りを追加します。（別図6）


